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リン酸デヒドロゲナーゼ活性に及ぼす影響

　目的　一昨年本大会において、合成着色料のGOT （Olutamlc　oxaloaoetlc

transamlnas e、E . C . 2、６、１、I )活性に及　ぼ　す影響について報告した。今回はペント

ースリン酸回路の初発酵素であるG6P－DH （aiuoose－6-phosphate　dehydroge －

n a s e、E.C．I、I 、I、4 9 ）を取　り上げ、酵素反応速度論的手法を用い、合成着色科目種の

G 6 P －D H 活性に及ぼす影･響　にっいて検討した。

　方法　酵素、G 6 P －D Hは酵母　より精製した市販品（オリエンタル）を用いた。G 6 P －D H

の関与する反応は、G 6 PとN A D Pの二基質反応であるが、G 6 Pを大過剰に用いN A D Pの擬一基質反応とし、生成された

N A D P Hの増加にともなう3 4 0 n mにおける吸光度の増加を測定するJack　D e u t s e hによるＵＶ法によりG 6 P －D H

活性を測定した。合成着色料のG 6 P ―D Hに対する阻害型式および阻害物質定数はD 1 X 0 n　plotにより検討した。なお阻害

型式の確認には､Llneweaver B u r k　plot　を用いた。

　結果　　Ｏ　合成着色料の0 6 P －D Hに対する阻害型式はすべて猿抗. #皓抗の混合型であった。2 ）阻害物質定数は

次の通りであった。アソ色素(R2　l4やM、R’05 51. 2 uMヽY4　225 戸MヽY5 384 μM)キサンテソ色素(R3 0. 252 川、RI04

0. 430 川ヽRI05 0. 667 UMヽR106　101 丿M)　トリフェニルメタン色素(G3　　I. 63 戸ヽBl 8. 92 呻)インジゴイド色

素(B2 7. 92 芦)。アソ色素と1、リフェニルメタン色素のRI06を除くすべての合成着色｡料は、NADPに対するKm値　17. 4 戸より

阻害物質定数がはるかに小さいことから、酵素G6P- DHへの親和性が高く強く阻害することが明らかとなった。


